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いまいまいま No.42

清掃事業は･･･清掃事業は･･･清掃事業は･･･

墨田区

2
0
0
0
年
以
降
の

採
用
は
い
ま
だ
3
名

の
み

墨
田
区
で
は
2
0
0
3
年

度
に
旧
（
本
所
・
向
島
）
2

事
務
所
を
統
合
し
、
す
み
だ

清
掃
事
務
所
と
し
て
ス
タ
ー

ト
を
き
っ
た
。
翌
年
の
作
業

計
画
一
本
化
に
合
わ
せ
組
合

も
統
合
、
墨
田
支
部
を
結
成

し
、
定
期
大
会
開
催
は
18
回

を
数
え
る
。
区
移
管
以
降
は

行
政
運
営
の
変
遷
に
伴
っ
て

所
と
課
は
統
合
さ
れ
移
管
時

に
2
0
0
名
以
上
だ
っ
た
組

合
員
数
は
、
現
在
は
88
名
と

半
数
以
下
に
減
り
多
く
の
事

業
が
民
間
労
働
者
の
手
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
。
移
管
以
降

の
新
規
採
用
は
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
が
開
業
し
た
翌
年

2
0
1
3
年
度
の
3
名
の
み

で
あ
る
。

現
在
、
直
営
職
員
が
行
っ

て
い
る
職
務
は
、
可
燃
ご
み

の
収
集
・
運
搬
の
一
部
と
実

に
区
内
エ
リ
ア
9
割
の
収
集

を
担
う
車
付
雇
上
の
業
務
管

理
等
を
行
う
「
可
燃
業
務

班
」、
不
燃
ご
み
の
収
集
か

ら
蛍
光
管
・
陶
磁
器
な
ど
の

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
収
、
選
別

作
業
、
資
源
化
物
の
搬
出
ま

で
を
全
て
直
営
で
行
う
「
不

燃
等
業
務
班
」、
区
民
や
事

業
者
に
対
す
る
指
導
啓
発
業

務
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や

葛
飾
北
斎
美
術
館
な
ど
観
光

拠
点
の
美
観
維
持
、
資
源
抜

き
取
り
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
、

小
学
校
や
幼
稚
園
で
の
環
境

学
習
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
の
普
及
啓
発
等
を
行
う「
啓

発
指
導
業
務
班
」
の
大
き
な

3
つ
の
括
り
に
分
か
れ
て
お

り
、
今
年
度
か
ら
3
つ
全
て

の
班
に
担
当
技
能
長
を
設
置

す
る
こ
と
が
実
現
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
各
班
に
お
け
る
更

な
る
業
務
の
拡
充
と
班
を
超

え
て
の
連
携
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

日
々
の
き
め
細
や
か

な
作
業
か
ら
新
規
採

用
の
獲
得
を

こ
こ
で
私
も
携
わ
っ
て
い

る
啓
発
指
導
業
務
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
す
る
。
19
名（
担

当
技
能
長
1
名
と
再
任
用
1

名
含
む
）
が
6
名
1
班
体
制

の
3
班
に
分
か
れ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
上
記
の
業
務
を
担

当
す
る
。
墨
田
区
で
一
番
の

繁
華
街
で
あ
る
錦
糸
町
の
メ

イ
ン
通
り
を
可
燃
収
集
日
の

月
・
木
の
早
朝
に
調
査
し
、

不
分
別
な
ど
の
ル
ー
ル
違
反

ご
み
や
事
業
系
シ
ー
ル
未
貼

付
の
ご
み
か
ら
排
出
者
を
特

定
し
飲
食
店
な
ど
に
直
接
指

導
を
行
う
。
ま
た
区
の
安
全

支
援
課
に
所
属
す
る
警
察
Ｏ

Ｂ
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
、
夜
間
の
排
出
に
目
を
光

ら
せ
て
い
る
。
区
の
条
例
違

反
で
あ
る
資
源
物
の
抜
き
取

り
を
対
象
に
し
た
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、
抜
き
取
り
現
場

を
目
撃
し
た
場
合
は
そ
の
場

で
口
頭
注
意
し
直
ち
に
抜
き

取
り
を
止
め
て
頂
く
、
こ
の

取
組
は
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
か
抜
き
取
り
作
業
を
口

頭
注
意
し
た
件
数
が
実
施
当

初
の
2
0
1
6
年
度
7
2
8

件
に
対
し
、
昨
年
度
は
90
件

と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
々
の
き
め
細

か
な
作
業
が
確
実
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

一
方
で
職
場
の
平
均
年
齢

は
54
歳
を
超
え
て
お
り
、
今

年
度
末
に
は
全
体
の
9
割
近

く
が
50
代
で
30
代
が
1
名
の

み
と
年
齢
構
成
に
大
幅
な
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い

る
。
仮
に
こ
の
ま
ま
新
規
採

用
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
15

年
後
に
は
10
名
程
度
し
か
残

っ
て
お
ら
ず
、
技
能
継
承
の

た
め
に
現
段
階
で
の
新
規
採

用
は
待
っ
た
な
し
の
状
況

だ
。
こ
れ
か
ら
新
規
採
用
実

現
に
向
け
た
協
議
が
大
詰
め

を
迎
え
る
、
日
々
の
作
業
と

連
動
さ
せ
な
が
ら
、
胸
を
は

っ
て
堂
々
と
新
規
採
用
を
勝

ち
取
る
た
め
墨
田
支
部
は

日
々
奮
闘
す
る
。

（
墨
田
区
担
当
中
執

長
妻

芳
典
）

▲

錦
糸
町
繁
華
街
に
て
ル
ー
ル

違
反
ご
み
の
調
査

▲

年
々
強
化
し
て
い
る
資
源
物

抜
き
取
り
パ
ト
ロ
ー
ル

5
月
26
日
（
木
）
18
時
か
ら

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
て
「
復

帰
50
年
辺
野
古
新
基
地
建
設
を

許
さ
ず
憲
法
が
生
き
る
沖
縄
と

日
本
を
ｉ
ｎ
東
京
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

は
1
2
0
0
名
が
結
集
、

わ
が
組
合
か
ら
は
中
執
を

中
心
に
28
名
で
参
加
し
、

終
了
後
は
鍜
治
橋
ま
で
デ

モ
行
進
を
貫
徹
し
ま
し

た
。沖

縄
が
「
復
帰
」
し
て

今
年
で
50
年
。
沖
縄
の
戦

後
は
米
軍
の
施
政
権
下
に

お
か
れ
、
1
9
7
2
年
の
沖
縄

復
帰
以
降
も
米
軍
基
地
の
集
中

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
日
米
安
保

条
約
の
負
担
を
押
し
つ
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
今
日
に
お
い
て

も
政
府
は
米
国
の
東
ア
ジ
ア
戦

略
に
追
従
し
、
九
州
・
沖
縄
、

南
西
諸
島
に
自
衛
隊
基
地
を
新

設
す
る
な
ど
、
軍
事
強
化
を
進

め
て
い
ま
す
。
万
が
一
有
事
と

も
な
れ
ば
、
軍
事
基
地
の
集
中

す
る
沖
縄
な
ど
が
戦
禍
を
被
る

こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か

で
す
。

沖
縄
に
こ
れ
以
上
、
軍
事
基

地
の
負
担
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
沖
縄
県
民
を
安
保
の
犠

牲
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
軍

事
基
地
の
新
設
・

強
化
は
、
東
ア
ジ

ア
の
安
全
保
障
環

境
を
よ
り
悪
化
さ

せ
る
だ
け
で
す
。

今
回
の
集
会
は
、

反
戦
平
和
の
憲
法

理
念
を
日
本
と
沖

縄
に
活
か
す
た
め

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。わ

が
組
合
と
し

て
も
、沖
縄
が「
復

帰
」
50
年
を
迎
え

る
今
年
、
辺
野
古
新
基
地
建
設

を
中
止
し
「
憲
法
が
生
き
る
沖

縄
を
！
日
本
を
！
」
め
ざ
し
、

引
き
続
き
沖
縄
と
連
帯
し
て
い

き
ま
す
。

（
栗
澤

紀
和
）

▲全国から1200名が結集した

▲夜の有楽町駅前を行進

憲
法
が
生
き
る
沖
縄
を
！
日
本
を
！

日
々
の
作
業
か
ら
新
規
採
用
に
つ
な
げ
る

5
・
26
沖
縄
集
会
に
参
加

第1059号（４）せ い そ う 労 働 者せ い そ う 労 働 者２０２２年６月１３日


